
１．本年度の結果

①学力定着分析　NRT　偏差値平均

国語 社会 数学 理科 英語 全体

前年度結果
偏差値平均

本年度結果
偏差値平均 56.0 54.4 54.9 55.7 56.5 55.5

前年度結果
偏差値平均 51.6 51.4 51.8 53.1 51.6 52.0

本年度結果
偏差値平均 52.0 51.5 48.6 55.3 52.1 51.9

前年度結果
偏差値平均 52.6 48.9 47.8 48.2 50.6 49.6

本年度結果
偏差値平均 50.8 48.6 44.8 49.4 48.8 48.5

前年度結果
偏差値平均 50.2 51.2 49.3 49.9 50.4 49.6

本年度結果
偏差値平均 53.3 51.9 50.2 53.9 53.0 52.5

②全国学力・学習状況調査　正答率平均 ②課題改善に向けた学校組織全体の重点目標・取組
教科 国語 数学 英語

３　令和６年度について

①調査から明らかになった課題

②課題改善に向けた学校組織全体の重点取組等

【学力向上ついて】

・情報と情報との関連付け

・四則計算の確実な定着

・まとまった文章を書くこと

重点取組上記課題を踏まえたもの)

〇「まとめや振り返りでは、R80を意識して相
手に伝わりやすい振り返りを行っている。」に
対する肯定的回答の割合８０％以上
〇計算領域において、実力テストで全国平均
を上回る生徒の割合８０％以上
〇「考えたことを発表する機会が多く取り入れ
られている。」に対する肯定的回答の割合８
０％以上

①全学年全教科等でのR８０の実施（必須）
②朝の活動で、ミライシードを活用し、繰り返し学習
に取り組む。
③自らの考えを整理し、アウトプットする場の設定

【学力調査について】
（NRTをうけて）　　　（％）－正答率　　【　】－全国比
●１学年では、国語「主題や構成を読み取る」（43.7％）【92】において課題が見られた。
●２学年では、数学「方程式」（38.4％）【77】、英語「語や文を正確に聞き取る」（46.3％） 【全国比85】において課題が見られた。
●３学年では、国語「感想や考えをまとめ伝え合う」（14.5％）【44】のおいて課題が見られ、 数学に関しては全領域において全国比を下回る結果となった。
（全国学力・学習状況調査をうけて）
●国語については「B書くこと」の領域（本校56.3%　全国65.3％） 、数学については「C関数」を除く３領域において、全国を下回った。問題別では、国語３－「目的や
意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうかをみる」（本校68.8%　全国81.4%）、数学９(2)「事象を角の大きさに着目して観察
し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性質を見いだすことができるかどうかをみる」（本校6.3%　全国26.7%）が全国平均との差が大きく、課題が見られた。
●全体を通して、出題内容を読み取り、表現することに課題があると考えられる。

前年度結果
（対県比）

39
(86)

54
(106)

68
(97)

本年度結果
（対県比）

47
(89)

57
（98）

　　　　　　　　令和６年度　学習分析事業　課題改善シート　三原市立第一中学校
２　令和５年度について
①調査から明らかになった課題

1年

2年

【年度当初の学力について】（NRTをうけて）
●国語では、１学年「目的に応じて話の内容をとらえる」（53.6％）、２
学年「主題や構成を読み取る」（50.1％）、
　 ３学年「情報の扱い方、敬語等」（57.1％）「要点をとらえ内容を解釈
する」（34.7％）において課題が見られた。
●社会では、1学年「都道府県の名称と位置」（38.0％）、2学年「世界
の古代文明と原始時代の日本」（39.5％）、3年「自然環境から見た日
本の姿」（44.4％）において課題が見られた。
●数学では、１学年「起こり得る場合」（50.8％）、２学年「方程式」
（38.6％）、３学年「平行線や多角形の角の性質」（60.9％）において課
題が見られた。
●理科では、１学年「燃焼の仕組み」（73.4）、２学年「生物の観察」
（43.8％）、３学年「日本の気象」（39.9％）において課題が見られた。
●英語では１学年「自分に関する英語を書くこと」（7.5％）、２学年「長
文の概要や要点を読み取る」（40.0％）、３学年「考えや気持ちを正し
く伝える」（40.9％）において課題が見られた。

【年度当初の学力について】（全国学力・学習状況調査をうけて）
●思考力、判断力、表現力等における「A　話すこと・聞くこと」の領域、大問１三（本校75.％、
全国76、5）、１四（本校81.3％、全国85.6％）と課題が見られた。知識及び技能における「⑴言
葉の特徴や使い方に関する事項」では大問３二（本校18.8％、全国40.1％）となっており、課
題が大きい。
●「図形」「関数」は下回っている。問題別項目では、全国平均を下回った項目が５項目あり、
特に「ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうかをみる」が、
全国平均30.5%に対し、18.8%と11％以上下回っており、特に図形に課題があると考えられる。
●「書くこと」(全国23.4　本校15.0）、「読むこと」(全国51.2  本校43.8)
　 最も課題が見られたのは「社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を
書く」という問題で、正答率が低く、無回答率が高い。
正答率(全国19.5 本校00.0)　無回答率(全国29.3 本校50.0)
●国語「解答を文章で書く」（全国+0.6、県-4.9）、数学「解答を言葉や数、式を使って説明す
る」（全国-7.1）、英語「まとまりのある文章を書く」（全国-9.7）と自分の考えや思いを条件に合
わせて表現することに苦手意識が大きいことが分かる。

3年

全体

重点目標　（何を、どの程度達成する
か）

スケジュール 検証の指標・目標達成のための具体的取組　（どのようにして）

【授業改善を通した学力・学習意
欲の向上】
〇全教諭が、明らかになった課題
の改善を意識 して、学習のねら
いを明確にした授業を行う。
〇全教諭が、思考力・判断力・表
現力を高めるために主体的で深
い学びの実現に向けて授業改善
を行う。
〇全学年で基礎学力の定着を図
る。

①通年
②通年
③通年
④毎学期
⑤通年
⑥７月、９月、１月
⑦１０月以降

〇実力テストで全国平均を上
回る生徒の割合70％以上
〇学習の目標や到達点がわか
りやすく示されている。と答える
生徒の割合９０％以上
〇「考えてみよう・取り組んでみ
ようを思える学習活動があり、
学びが深まっている」と解答す
る生徒の割合80％以上

①本時のめあて・目標を具体的に示しその時間に目指す姿を明確にさせる。
②振り返りや鑑賞文、まとめを記述させる際に、めあて・目標に準じて記述する
よう意識させる。ルーブリックを提示することで、記述のポイントを明確にすると
ともに、生徒に意欲的に活動に取り組ませる。
③単元・授業の構成において教える場面思考させる場面のメリハリをつける。
④生徒を対象に授業アンケートを実施し、授業改善に反映させる。
⑤全学年でセミナー等を活用した家庭学習と毎日の帯学習につながりを持たせ
る。朝の活動でミライシードを利用した基本問題を実施する。
⑥NRTや実力テストの結果を分析し、教員間で課題を共有するとともに、課題に
応じてアシストシート等を利用した補強を行う。
⑦国・数・英について、３年生では授業内で全国学力の課題が大きい部分に再
チャレンジする。１、２年生では、朝の学習の時間を利用し、全国学力からピック
アップした問題に取り組む。

検証指標及び時期具体的方策(継続して取り組めるもの)


